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1. キーメッセージ
• 「パレットサイズ（規格）の標準化」と「標準化されたパレットを社会で共有するルールや組織・制度の設計」は両輪の関係。

• 両輪がそろったとき、以下のようなメリットを社会全体で享受することができる。
• パレットの稼働を高めることができる（限られた資源・エネルギーを有効活用できる。）
• パレットの運用に必要な、保管・輸送・補修整備等の資源を最適化できる。
• パレットから得られる効果、パレットにかかる費用を社会全体で享受・分担できる。

• 「サイズ標準化」「ルールや組織・制度」いずれか一方だけでは、パレットの生み出す効果を得られない。
• 組織・機構に関しては、欧州のようなプール機構、日本のビール業界のようなルール、あるいは豪州・日本などで発展し

たレンタル会社方式など多様な方法が存在。
• 方式のいかんに関わらず、あるルール、組織で運用されるパレットの規格は１つ（または、ごく少ない種類）であること

が望ましく、またルールや機構も産業ごとに設けるのではなく、なるべく統一されたものにしたほうが、経済合理性を発
揮できる。

• 昨今のフィジカルインターネット等の議論を視野に入れるならば、その基盤となるパレットはできればなるべく統合され
るべき。
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2．パレットの標準化とは

※経済産業省資料より抜粋

パレットの
標準化

||
パレットの
規格制定

+
パレットの
規格普及
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3．パレットの歴史と標準化（1）
年代 内容

1945年～ 日本国内で製造したパレットが利用されるようになる。
1964年 日本パレット協会創立（任意団体）※1978年に社団法人化。

1970年～1990年
パレットの規格化（製品規格）が本格化、その後、約20年で国内で利活用
されるパレットの規格化（製品規格）が概ね完了。また、パレットの実態
調査等も実施された。

1990年～ パレットの利活用に関する規格化が検討され制定に至る。

2020年 JIS  Z 0650 ユニットロードシステム通則で、対象パレットを11型と12型
の2タイプ（12型を追加）とした。

NHK連続テレビ小説『まんぷく』（2018年10月1日 - 2019年3月30日）にて
終戦直後、主人公が進駐軍に逮捕され有罪判決後に、収監先で行った重労働
（＝パレット製造：当時の重労働に関する取材を基にした演出）。
－NHKホームページより抜粋－
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3．パレットの歴史と標準化（2）
パレット規格(主に製品規格） 制定年

JIS Z 0601 プールパレット 1970/9/1
JIS Z 0604 木製平パレット 1977/3/1
JIS Z 0605 金属製パレット 1979/3/1
JIS Z 0606 プラスチック製平パレット 1982/3/1
JIS Z 0607 シートパレット 1983/3/1
JIS Z 0608 紙製平パレット 1997/3/20
JIS Z 0609 容リ平パレット 2017/1/20
JIS Z 0610 ボックスパレット 1987/3/1
JIS Z 0614 コールドロールボックスパレット 1980/4/1
JIS Z 0615 パレットサポート 1990/10/1
JIS Z 0616 ポストパレット 1991/3/1

高度経済成長の結実期（1970年頃）
大量生産・大量消費＝パレット需要増

↓
パレット関連事業へ参入増

↓
パレットの品質基準の制定が急務

↓
「パレットの規格制定」は概ね完了

↓
「パレットの規格普及」は未完了

↓
「パレットの標準化」は更に推進が必要
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パレット規格においては、幅（W）・奥行（D）のみならず高さ（H）を統一することが重要。
かつ、両面／片面、2方差／4方差等の仕様も、他企業間での一貫利用の観点で統一することが望ましい。



4. 標準化に向けた規格の集約

近似寸法の集約だけでなく、集約による効果（目的）の共通認識が重要
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規格外
サイズ

規格外
サイズ

規格外
サイズ

JISサイズ

①規格外サイズの集約

➁JIS規格内での集約
③最少数の
規格集約

（標準化では集約“される”側が常に存在。集約後の効果が必要となる）



5. 標準化とシェアリング制度・機構の議論
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年 できごと

1952年（昭和27） 日本に初めてパレット・プール概念が紹介される。
論文『荷役方式の近代化とパレチゼーション』

1966年（昭和41） 産業構造審議会流通部会物的流通小委員会答申『パレット・プール
の推進について』において、パレットサイズは1種類が望ましい、と
される

1970年（昭和45） 昭和45年 JIS Z 0601（一貫輸送用パレット）に11型が規定される。
※現在でも規定されているは11型のみ

パレットの仕様とともに、標準化されたパレットをどのように産業界で
シェアリングするか、制度・機構が同時に議論されていた。



6. 日本・欧州・豪州の比較
＜日本＞
レンタル方式 （1100×1100×144mm）
酒類業界のプール方式 （1100×900×140ｍｍ）

＜欧州＞
EPALによる等価等枚交換方式 （1200×800×144mm、1200×1000×144mm）

＜豪州＞
レンタル方式 （1165×1165×150mm）

パレットの規格標準化だけでは、標準化のメリットを享受できない。
社会でシェアリングさせていくには、運用の制度やそれを運営する機構にかかっている。
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7. 歴史的経緯
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• サイズの標準化と機構・制度が同時並行的に推進されたヨーロッパ
• サイズ：1200×1000（or800）×144mm／機構・制度：欧州プール機構

• すでに多サイズのパレットが流通した段階で標準化を進めざるを得なかった日本
（1960年代～）
• サイズ：JIS Z 0601 11型。それ以外に多様なサイズが存在。
• 機構・制度：レンタル会社運営のシステムや、Pパレ共同使用会（ビール業界）

など



8. まとめ
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• パレットサイズ（規格）を標準化する目的
• パレットの稼働を高めること（限られた資源・エネルギーを有効活用できる。）
• パレットの運用に必要な、保管・輸送・補修整備等の資源を最適化すること。
• パレットから得られる効果、パレットにかかる費用を社会全体で享受・分担すること。

• 目的を達成するために必要な要素
• パレットを社会全体で運用するためのルール・制度
• そのルール・制度をもとに、パレットプールを運営する機構

• パレット標準化と運用制度・運営機構は両輪
• 両方を議論することで、社会全体でパレチゼーションの恩恵を享受できる。



（付：参考資料）
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パレットの規格制定（1）製品規格・方法規格

JIS Z 0601 プールパレット―一貫輸送用平パレット
JIS Z 0602 平パレット試験方法
JIS Z 0604 木製平パレット
JIS Z 0604-2 木製平パレット－第2部：修理基準
JIS Z 0604-3 木製平パレット－第3部：部材及び組立品の品質
JIS Z 0605 金属製平パレット
JIS Z 0606 プラスチック製平パレット
JIS Z 0607 シートパレット
JIS Z 0608 紙製平パレット
JIS Z 0609 容器包装リサイクル材を用いたプラスチック製平パレット
JIS Z 0610 ボックスパレット
JIS Z 0612 一貫輸送用ボックスパレット試験方法
JIS Z 0614 コールドロールボックスパレット
JIS Z 0615 パレットサポート
JIS Z 0616 ポストパレット
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パレットの規格制定（1）製品規格・方法規格

JIS Z 0601 プールパレット―一貫輸送用平パレット
JIS Z 0602 平パレット試験方法
JIS Z 0604 木製平パレット
JIS Z 0604-2 木製平パレット－第2部：修理基準
JIS Z 0604-3 木製平パレット－第3部：部材及び組立品の品質
JIS Z 0605 金属製平パレット
JIS Z 0606 プラスチック製平パレット
JIS Z 0607 シートパレット
JIS Z 0608 紙製平パレット
JIS Z 0609 容器包装リサイクル材を用いたプラスチック製平パレット
JIS Z 0610 ボックスパレット
JIS Z 0612 一貫輸送用ボックスパレット試験方法
JIS Z 0614 コールドロールボックスパレット
JIS Z 0615 パレットサポート
JIS Z 0616 ポストパレット

【規格の内容による分類】

基本規格：
用語、記号、単位、など基本的事項
を規定した規格。
方法規格：
試験、分析、検査及び測定方法、作
業方法などを規定した規格。
製品規格：
製品の形状、寸法、材質、成分、品
質、性能、耐久性、安全性、機能な
どを規定した規格。
マネジメントシステム規格：
組織が方針及び目標を定め、その目
標を達成するためのシステムについ
て規定した規格。
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パレットの規格制定（2）基本規格・関連規格

JIS Z 0105 包装貨物ー包装モジュール寸法
JIS Z 0106 パレット用語
JIS Z 0161 ユニットロード寸法
JIS Z 0170 ユニットロード―安定性試験方法
JIS Z 0650 ユニットロードシステム通則
JIS Z 0651 パレットシステム設計基準
JIS Z 1655 プラスチック製通い容器

【規格の内容による分類】

基本規格：
用語、記号、単位、など基本的事項
を規定した規格。
方法規格：
試験、分析、検査及び測定方法、作
業方法などを規定した規格。
製品規格：
製品の形状、寸法、材質、成分、品
質、性能、耐久性、安全性、機能な
どを規定した規格。
マネジメントシステム規格：
組織が方針及び目標を定め、その目
標を達成するためのシステムについ
て規定した規格。
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パレットの規格制定（3）国際規格

ISO 445 パレット用語
ISO 6780 一貫輸送用平パレット
ISO 8611-1 平パレット－第1部：試験方法
ISO 8611-2 平パレット－第2部：性能要件と試験方法の選択
ISO 8611-3 平パレット－第3部：最大積載荷重
ISO 12776 シートパレット
ISO 12777-1 パレット用くぎ等の試験方法 –第1部：曲げ試験
ISO 12777-2 パレット用くぎ等の試験方法 –第2部：引抜き（貫通）試験
ISO 12777-3 パレット用くぎ等の試験方法 –第3部：接合強度試験
ISO 13194 ボックスパレット
ISO 15629 パレット用くぎの品質
ISO 18333 新パレット用部材の品質
ISO 18334 新パレットの製造基準
ISO 18613 パレット修理基準

※規格名称は正式な翻訳名称ではなく、国内のパレット用語に準じた表記とした。
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パレットの生産

16



パレットのレンタルサービス
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サイズ
平パレットの規格サイズ
1100×800
1100×900
1100×1100
1100×1300
1100×1400
1200×800
1200×1000
1130×1440

ユニットロードシステムにおける
平パレットの規格サイズ
1100×1100
1200×1000

平パレットの規格外サイズ

【例】
890×650 A全判用紙
950×650 菊全判用紙
1500×1200 港湾荷役用

パレット販売サイト（新品・中古）等では、相当の
規格外サイズが確認できる
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ご清聴ありがとうございました

一般社団法人日本パレット協会
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